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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動も和らぎつつありま

すが、未だ景気動向は不透明感を払拭できておりません。

飲食業界におきましても、少子高齢化によるマーケット全体の縮小、円安の継続、原材料費・光熱水費・人件費

の高騰及び業界内競争の激化により、当社を取り巻く環境は未だ厳しい状況にあります。

このような情勢下、当社は「中期経営計画140」を１年前倒しして終了し、新たに平成26年３月「中期経営計画

142」を策定いたしました。新中期経営計画の趣旨は、「伝統と格式ある精養軒ブランドの再構築」、「質の高い料理

とサービスの追求」、「安定した収益構造の確立」を目指し、積極的な営業活動、的確かつ大胆なスクラップアンド

ビルド、人材育成の強化を推進し、平成27年度以降の黒字転換及び中長期的な業績の安定を実現するものでありま

す。具体的には、当上半期に、自社ホームページの全面刷新や上野本店内へ新たに営業担当部署を設置するなど、

営業力強化に着手いたしました。

しかしながら、度重なる大雪、台風、猛暑等天候不順に加え、「台東店（台東区花川戸２－６－５東京都立産業

貿易センター台東館８階）」及び「東京文化会館店（台東区上野公園５－45東京文化会館２階）」の当該施設の大規

模改修工事に伴う長期休業等により、業績は低調に推移しました。

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,431百万円（前年同期比8.7％減）となりました。営業損失は29百

万円（前年同期は営業損失７百万円）、経常損失20百万円（前年同期は経常利益５百万円）、四半期純損失は69百万

円（前年同期は四半期純利益４百万円）となりました。

また、セグメント別の業績につきましては、下記のとおりであります。

(飲食業)

飲食業におきましては、上記の理由により、当第２四半期累計期間のレストラン部門の売上高は735百万円(前年

同期比15.1％減)、宴会他部門の売上高は673百万円(前年同期比1.0％減)、飲食業全体の売上高は1,408百万円(前

年同期比8.9％減)、営業損失40百万円(前年同期は営業損失17百万円)となりました。

(賃貸業)

賃貸業におきましては、安定的な賃貸収入の確保に努めております。この結果、当第２四半期累計期間の売上高

は23百万円(前年同期比1.6％増)、営業利益10百万円(前年同期比4.1％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第２四半期会計期間末における総資産は前事業年度末と比べ23百万円減少し3,789百万円となりました。流動

資産は19百万円減少の1,306百万円、固定資産は４百万円減少の2,483百万円となりました。

流動資産の減少の主な要因は、売掛金が18百万円減少したことによるものです。

固定資産の減少の主な要因は、有形固定資産が63百万円減少した一方で、投資有価証券が52百万円増加したこと

によるものです。

(負債)

当第２四半期会計期間末の負債合計は前事業年度末と比べ22百万円増加し、1,067百万円となりました。流動負

債は27百万円増加の307百万円、固定負債は６百万円減少の760百万円となりました。

流動負債の増加の主な要因は、その他が27百万円増加したことによるものです。

固定負債の減少の主な要因は、退職給付引当金が23百万円減少した一方で、繰延税金負債が19百万円増加したこ

とによるものです。

(純資産)

当第２四半期会計期間末の純資産は前事業年度末と比べ44百万円減少し2,722百万円となりました。この減少の

主な要因は、四半期純損失等の計上で利益剰余金が77百万円減少した一方で、その他有価証券評価差額金が32百万

円増加したことによるものです。
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(キャッシュ・フローの状況)

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末と比べ２百万円増

加し465百万円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は30百万円(前年同期は90百万円の獲得)となりました。この主な要因は、税引前四

半期純損失68百万円計上した一方で、減価償却費51百万円及び減損損失49百万円を計上したことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は17百万円(前年同期は19百万円の使用)となりました。この主な要因は、有形固定

資産の取得により17百万円支出したことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、11百万円（前年同期は10百万円）となりました。この主なものは配当金の支払

いであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期累計期間及び通期の業績予想並び配当予想については、平成26年９月12日公表の「平成27年1月期第

２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異及び通期の業績予想の修正並び配当予想に関するお知らせ」をご

覧ください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年１月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,153,445 1,151,025

売掛金 98,368 80,454

たな卸資産 37,925 40,751

その他 36,214 34,881

貸倒引当金 △1,100 △900

流動資産合計 1,324,852 1,306,211

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 768,781 703,810

土地 603,191 603,189

その他（純額） 84,665 86,478

有形固定資産合計 1,456,637 1,393,477

無形固定資産 2,124 8,140

投資その他の資産

投資有価証券 952,825 1,005,087

その他 75,763 76,418

投資その他の資産合計 1,028,587 1,081,505

固定資産合計 2,487,348 2,483,122

資産合計 3,812,201 3,789,333

負債の部

流動負債

買掛金 53,915 58,841

未払金 87,877 69,620

未払費用 60,383 66,410

未払法人税等 4,018 2,817

賞与引当金 32,000 24,000

資産除去債務 - 17,100

その他 41,425 68,053

流動負債合計 279,617 306,842

固定負債

退職給付引当金 545,574 522,455

役員退職慰労引当金 103,605 97,495

繰延税金負債 99,544 118,946

その他 17,370 21,549

固定負債合計 766,093 760,445

負債合計 1,045,710 1,067,287
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(単位：千円)

前事業年度
(平成26年１月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 131,400 131,400

資本剰余金 4,330 4,330

利益剰余金 2,446,283 2,369,534

自己株式 △20,496 △20,497

株主資本合計 2,561,517 2,484,768

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 204,973 237,278

評価・換算差額等合計 204,973 237,278

純資産合計 2,766,491 2,722,046

負債純資産合計 3,812,201 3,789,333
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成25年２月１日
　至 平成25年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

売上高 1,567,685 1,430,745

売上原価 661,737 598,516

売上総利益 905,948 832,229

販売費及び一般管理費 913,148 861,355

営業損失（△） △7,200 △29,126

営業外収益

受取利息 589 1,800

受取配当金 4,289 4,724

受取保険金 3,681 -

雑収入 3,294 3,093

営業外収益合計 11,853 9,617

営業外費用

減価償却費 - 347

営業外費用合計 - 347

経常利益又は経常損失（△） 4,653 △19,856

特別利益

固定資産売却益 23 2,513

特別利益合計 23 2,513

特別損失

固定資産除却損 - 1,591

減損損失 248 49,113

特別損失合計 248 50,704

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

4,429 △68,047

法人税、住民税及び事業税 900 900

法人税等合計 900 900

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,529 △68,947
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成25年２月１日
　至 平成25年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損
失（△）

4,429 △68,047

減価償却費 59,842 51,036

減損損失 248 49,113

貸倒引当金の増減額（△は減少） - △200

賞与引当金の増減額（△は減少） - △8,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,524 △23,119

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,470 △6,110

受取利息及び受取配当金 △4,878 △6,524

固定資産除却損 0 1,591

売上債権の増減額（△は増加） △10,640 17,914

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,113 △2,826

仕入債務の増減額（△は減少） 14,863 4,926

その他 25,835 15,252

小計 86,532 25,006

利息及び配当金の受取額 4,878 6,524

法人税等の支払額 △1,210 △1,927

営業活動によるキャッシュ・フロー 90,200 29,603

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △144,000 △224,000

定期預金の払戻による収入 136,000 228,000

有形固定資産の取得による支出 △10,049 △16,586

有形固定資産の売却による収入 23 2,513

無形固定資産の取得による支出 - △6,610

有形固定資産の除却による支出 - △238

投資有価証券の取得による支出 △600 △705

投資有価証券の売却による収入 - 150

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,626 △17,476

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △7,733 △7,780

その他 △2,186 △2,767

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,920 △10,547

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 61,654 1,580

現金及び現金同等物の期首残高 487,615 463,445

現金及び現金同等物の四半期末残高 549,269 465,025
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成 25年２月１日 至 平成 25年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

飲食業 賃貸業

売上高

外部顧客への売上高 1,545,226 22,459 1,567,685

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ―

計 1,545,226 22,459 1,567,685

セグメント利益又は損失(△) △17,239 10,039 △7,200

　(注)セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

　

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成 26年２月１日 至 平成 26年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

飲食業 賃貸業

売上高

外部顧客への売上高 1,407,922 22,823 1,430,745

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ―

計 1,407,922 22,823 1,430,745

セグメント利益又は損失(△) △39,578 10,452 △29,126

　(注)セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

飲食業セグメントにおいて、閉鎖が確定した資産グループおよび営業活動から生じる損益が継続してマイナスで

ある資産グループ等について、その帳簿価額を回収可能価額まで減損し当該減少額を減損損失として認識いたしま

した。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期累計期間においては49,113千円であります。
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